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医療九条の会・北海道
第８回定期総会　会議録
　　　　　　　　　　　　　　2014年２月22日

於：北農健保会館

15：00～講演会『パレスチナガザ地区・シリアか
らのレポート』
開会あいさつ（松崎）　司会（遠藤・能條）
講演１　「パレスチナ・ガザ地区医療支援レポー
ト」猫塚義夫氏…「現代の戦争　アフガン、シリ
アを取材して」パレスチナ支援活動報告（猫塚義
夫先生　当会共同代表）
講演２　シリア・アフガン取材報告　（西谷文和さ
ん　フリージャーナリスト）
閉会あいさつ（三上）

17：45～　総会　司会（玉井）
　　　　　議案提案（松崎）

（敬称略）

　２月22日、札幌市内（北農健保会館）において、第８回定期総会ならびに総会記念講演会「パレスチ
ナガザ地区・シリアからのレポート」を開催しました。多くの参加と熱心な議論でともに成功を収める
ことができました。
　総会決定と議論の内容、講演会の資料をご紹介します。

第８回定期総会で、2014年度の方針を議論
総会記念講演会
「パレスチナガザ地区・シリアからのレポート」
140人の参加で盛況
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１．共同代表・故安田慶秀先生に黙祷

（2013年７月９日逝去）

２．総会の目的ならびに活動の方向

　安倍政権は、国内外の世論に逆らって特定秘密
保護法を遮二無二成立させました。アメリカ政府
が「安倍政権にはがっかりだ」とクレームをつけ
ても、安倍首相は靖国神社（Yasukuni　War　
Shrine）参拝を強行しました。韓国軍に武器を提
供し、沖縄知事に辺野古沖の埋め立てを了承させ
ました。NHKの会長・経営委員の乱暴な発言は安
倍首相の歴史認識を代弁するものです。国際社会
は日本の現政権を「極右」とみなしています。
　東日本大震災から３年が経とうとしています
が、被災地の復興は進まず、原発事故によって今
なお14万人余りの人々が故郷から離れざるを得な
い状況を強いられています。ところが、政府は原
発を「基盤となる重要なベース電源」と位置づけ
たエネルギー基本計画案を発表して、いわゆる原
子力ムラの意向に沿った原発再稼働に向けた意志
を明確に示しました。
　GDP の伸びが減速し、４月からの消費税増税
を控え、政府側の経済評論家さえ景気の落ち込み
を懸念する事態になりました。安倍政権の１本目
の矢は墜落です。
　安倍首相が解釈改憲によって集団的自衛権行使
を強行すると発言したとたん、自民党内からも、
それが憲法原則からの大きな逸脱だと厳しい批判
が出るようになりました。
　日本国憲法で生存と自由が保障されてきた国民
の生活は、崩壊の危機に瀕しています。
　この国のあり方をどうするかについて、憲法九
条を守る勢力と破壊しようとする勢力のせめぎあ
いがますます激しくならざるをえません。
　憲法九条を守るたたかいをさらに進めましょう。
　一人でも多くの方々に、医療九条の会・北海道
の輪を広げることが、この戦いに勝つ最大の保証
です。

３．2013年度の主な活動一覧

２月16日　第７回総会・記念講演会
　　　　　「パレスチナ難民支援と中東問題報告」
　　　　　北海道パレスチナ医療奉仕団　猫塚団

長
　　　　　98名参加
４月～　　富原薫編著「日本国憲法制定誌」　読

書会開始　月１回幹事会時　本年６月
完了　予定

５月３日　憲法記念日　大通公園リレートーク
（吉澤先生）

７月27日　堤未果さん「TTP」講演会
　　　　　札幌グランドホテル。320名
８月24日　小森陽一氏札幌講演会『憲法と吉里吉

里国』　共済ホール350名
９月14日　小出裕章氏「原発」講演会
　　　　　札幌市民ホール。1500名以上。
　　　　　上田市長あいさつ。
11月７日　富原薫さんを囲む夕べ
12月８日　道新関口裕士氏「原子力負の遺産」出

版記念講演会　紀伊国屋。70人

〈会員個人の活動〉
■三上先生（共同代表）平岸九条の会で講演（11
月17日）

■猫塚先生（共同代表）11月末から１か月パレス
チナで医療活動

■松崎先生（幹事長）放射線被ばく問題で講演等
　他団体とのイベントの共催多数

４．2014年度活動方針および予定

①憲法セミナーの継続的開催
②本年の結成記念講演会（夏頃）等の講演は現在
人選中。

③５．３　憲法記念日　大通公園リレートーク
④憲法本の輪読会
⑤他団体との連携
⑥定例の会議（月１回）を「幹事会議」とする。
共同代表の方の出席は任意。
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⑦当会の主張を発信し、会員（現在348名、最高
時は400人超）を拡大するための取り組み
１．適宜アピールを発表し、効果的にメディ
アに拡散

２．ホームページの充実・メーリングリスト
の活用を図る

３．紹介リーフレット作成
４．会報発行
５．様々な医療職、医系学生における会員拡
大に重点

６．道南以外の地域の医療九条の会結成
⑧財政の充実

５．2014年度役員

６．決算

７．予算（資料　別添）

■総会での確認と、出された意見
○共同代表に、新たに永田康氏（美唄市立病院院
長）を選出。
○総会出席会員の発言から
・福島の医療関係者の講演を希望。
・鎌田實さんは日中韓の問題について憎み合っ
てはいけないという姿勢を表明している。
・猫塚先生の話、西谷さんの話よかった。若者
への働きかけが課題。沖縄問題・基地問題・矢
臼別50周年も。

・我々と若い人とでは、つながるツールが違う
のでは（SNSなど）。

・パレスチナ問題は沖縄問題と共通という指摘
に感じ入った。戦前の藻岩発電所建設に強制
連行された朝鮮人労働者の問題は、日本の朝
鮮侵略の実態を明らかにするうえで重要と考
える。札幌にはその例がたくさんある。（郷
土を掘る会などのとりくみ）

・パレスチナ医療支援活動が前進していること
に感銘。内地が沖縄を差別していることに懸
念。

・堀潤さん（元NHK）の話を聞いてみたい。
・戦争に突入した世論操作を学ぶ必要あり。
・若い人の新聞購読率著減。メディア関係者の
講演が聞きたい。堀さんがいいのでは。

・久しぶりの参加。猫塚先生の話感動。しっか
り事実の記録を残しておくのが大事では。

・音楽イベント良い。木村真三氏（獨協医大）
の講演はどうだろうか。職場の研修会で道新
記事など配布した。鈴木昭典さん（『日本国
憲法を生んだ密室の九日間』著者）の講演も
良い。食の問題も重要。

・若者問題は昔と同じ。昔も「今の若い者は…」
と言っていた。若者を巻き込むには若者自身
が企画することが大事。

・森村誠一氏（悪魔の飽食合唱）のイベント７
月ある。イベントに加えてみては。

・（遠藤）鈴木昭典氏は講演に来ていただける
とのこと
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2014年度　役員

　 氏　名 所属・役職等

共同代表 黒川　一郎 札幌医科大学名誉教授

々 三上　一成 三上整形外科医院院長

々 薄井　正道 羊ヶ丘病院名誉院長

々 菅野　　保 菅野歯科医院院長

々 能條多恵子 元富良野看護専門学校校長

々 落合　裕昭 元北海道作業療法士会副会長

々 越田　靖夫 元北海道臨床検査技師会副会長

々 猫塚　義夫 勤医協札幌病院

々 永田　　康 市立美唄病院院長　（新）

幹 事 長 松崎　道幸 深川市立病院内科部長

副幹事長 堀元　　進 旭町医院院長

々 吉澤　朝弘 勤医協西区病院

幹　　事 平野　哲夫 市立札幌病院腎臓移植外科嘱託

々 大方　直樹 勤医協中央病院

々 久村　正也 札幌心身医療研究所

々 遠藤　高弘 勤労者歯科医療協会理事長

々 梅木　晃彦 勤医協西区病院検査部

々 出井　　聡 渓仁会本部ソーシャルワーカー

々 玉井三枝子 勤医協東在宅総合センター看護師

々 山田　大邦 元札幌医科大学物理学講師

々 蛯名美智子 沖縄県立看護大学小児保健看護学　特任教授

物故役員

共同代表 安田　慶秀 北海道大学名誉教授（2013年７月９日逝去）
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医療九条の会・北海道　2013年度決算
〈収　入〉 12年度決算 13年度予算 13年度決算 内　　　訳

繰越金 708,797 250,573 250,573
会費 1,296,000 1,300,000 1,371,000 医師・歯科医師5000円　その他2000円
募金 356,100 350,000 403,970
銀行利息 9 － －
事業収益 746,525 500,000 1,228,505 講演会参加費　DVD・書籍等販売
黒川一郎基金 699,265 － － 繰入
合計 3,806,696 2,400,573 3,254,048

〈支　出〉 12年度決算 13年度予算 13年度決算 内　　　訳
会議費 28,210 30,000 33,800 合同会議の会場費など
憲法セミナー・講演会 379,400 300,000 1,326,140 総会講演会・憲法セミナー
結成記念講演会 1,082,705 500,000 323,420 小森陽一講演会（８／24）
事業活動費 97,765 100,000 59,752 書籍など買い入れ費用
通信費（郵送費） 1,507,560 500,000 519,810 送料・振込手数料など
事務費 171,218 50,000 111,800 事務用品（封筒その他）
会報発行費 251,265 400,000 249,375 ２号発行（第21号・第22号発行）
宣伝費（新設） 0 100,000 － 宣伝リーフレットの制作
交通費 0 60,000 － 全国交流集会の参加費用
渉外費 38,000 50,000 102,000 分担金など
黒川一郎基金へ戻入 0 200,000 400,000
予備費 0 110,573 32,000 香典・花代
合計 3,556,123 2,400,573 3,158,097

収支 250,573 ＊＊＊ 95,951

黒川一郎基金
期　　首 0
利　　息 25
12月20日預金 400,000

残　　高 400,025

資　産
現　　金 345
銀　　行 6
郵　　振 95,600
資産合計 95,951

会費内訳
07年度分 08年度分 09年度分 10年度分 11年度分 12年度分 13年度分 14年度分

一般・コメ
ディカル

1000円会費
2000円会費 １人 10人 41人 １人

医師・歯科
医師

3000円会費 １人 １人 ３人
5000円会費 ９人 15人 46人 178人 ２人
総数 １人 １人 ３人 ９人 16人 56人 219人 ３人

合計　1,371,000 3,000 3,000 9,000 45,000 77,000 250,000 972,000 12,000
■（参考）昨年度総数 ４人 ６人 ８人 16人 32人 224人 １人 －

当年度分納入者 219人／371人 59.0％
会員数　2013年12月31日現在　348人
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2014年度　予算
〈収　入〉 13年度決算 14年度予算 内　　　訳

繰越金 250,573 95,951
会費 1,371,000 1,300,000 医師・歯科医師5000円　その他2000円
募金 403,970 350,000
事業収益 1,228,505 600,000 講演会参加費　DVD・書籍等販売
合計 3,254,048 2,345,951

〈支　出〉 13年度決算 14年度予算 内　　　訳
会議費 33,800 35,000 幹事会会場費など
憲法セミナー・講演会 1,326,140 400,000 総会講演会・憲法セミナー
結成記念講演会 323,420 500,000
事業活動費 59,752 60,000 書籍など買い入れ費用
通信費（郵送費） 519,810 500,000 送料・振込手数料など
事務費 111,800 120,000 事務用品（封筒その他）
会報発行費 249,375 400,000 ３号発行（３月　７月　11月）
宣伝費（新設） － 100,000 宣伝リーフレットの制作
交通費 － 80,000 全国交流集会の参加費用
渉外費 102,000 100,000 分担金など
黒川一郎基金へ戻入 400,000 0
予備費 32,000 50,951 香典・花代
合計 3,158,097 2,345,951

収支 95,951
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医療九条の会・北海道　「申し合わせ」

（名称）
　本会は、「医療九条の会・北海道」と称します。

（目的）
　立場の違いをこえて、「憲法九条の改定に反対し憲法を守る」一点で手をつなぎ、北海道内の医療界
および道民のなかで賛同を広げます。

（活動）
　上記の目的を達成するために、講演会など広く社会にアピールする活動をすすめます。

（構成）
　本会は、北海道の医療・介護関係者および道民の中で、平和憲法を激動する世界に輝かせようと呼び
かけている「九条の会」アピールに賛同する方をもって、構成します。

（運営）
１．年１回総会を開催します。役員の改選、「申し合わせ」変更は総会で行います。
２．本会の代表は複数名として、「共同代表」と称します。
３．若干名の幹事からなる幹事会を構成します。幹事会は、会の日常活動の運営にあたることとし、
その責任者として幹事長をおきます。

４．幹事の中に、会計監査をおきます。

（財政）
１．本会の財政は、会費と寄付金等によってまかないます。
２．会費は、年会費とします。会計年度は、１月１日から12月31日までです。
　　　医師・歯科医師　5,000円　それ以外の職種の方　2,000円
３．会計報告は、毎年度総会で行い、監査を受けます。

制定　2006年７月22日
改定　2010年２月13日
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１　アフガン13年８月、ドイツの平和村の活動を取材して。
　　劣化ウラン弾、クラスター爆弾、鉛筆型仕掛け爆弾まで。
　　戦争と原発のつながり

２　アラブの春とリビア、シリア内戦
　　欧米のダブルスタンダード
　　シリアの現実を伝える必要と、マスコミのあり方
　　おそらくシリアで化学兵器は使われている。
　　今後どうなるのか？

３　戦争はウソやでっち上げ事件で始まる場合が多い
　　戦争は「広告」で始まる　イラク戦争をテレビはどう伝えたか？

４　戦争と原発の共通点
　　①　利権　②核　③差別
　　核のゴミ問題は未解決⇒　モンゴルへ？

５　今こそ、憲法９条の輸出を
　　アフガン和平のロードマップ
　　「戦争で儲けたい」人々が狙う武器輸出。
　　対抗する私たちは平和憲法の輸出
　　暴走する安倍内閣。集団的自衛権行使をストップさせよう
　　橋下市長の「従軍慰安婦は必要だった」という暴言について
　　「あまちゃん」が励ましてくれたもの

現代の戦争
～アフガン、シリアを取材して～

西谷　文和
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寄
稿

2014年年頭所感
峯廻　攻守 （渓仁会西円山病院・院長）

25

　今日（2014年１月６日）この日は、2011年３月
11日の東日本大震災・福島第一原発事故から1033
日目にあたります。被災地の復興及び被災者の生
活の復旧は、みなさんご存じの通りで、被災者に
とって何一つ満足できる状況にはありません。以
来、この数年間は日本の国民にとっては最悪且つ
不幸な期間であったと思います。その理由は、以
下の三つの事象に象徴されていると考えます。
　第一の事象：東日本大震災・福島第一原発事故に
よる被災者は2013年12月10日現在、死亡者１万
5883名、行方不明者2643名、避難者は約28万人も
いるのです。にもかかわらず、以下第二の事象の
結果もあり、復興予算は20兆円、社会基盤整備の
名の下に、向こう５～10年間の公共事業投資・軍
事費が100～200兆円規模という、復興とは名ばか
りの政策が推し進められているのです。まさに社
会保障国家からふたたび社会舗装国家へと時間を
戻す逆転の発想でしかありません。そして2014年
４月からは、消費税増税が待ち受けているのです。
2007年に超高齢社会に突入した日本ですが、
BPSDたとえば徘徊などのため、捜索願を出され
た認知症高齢者のうち、年間実に9376名が行方不
明、死亡が359名にものぼるとのことです。東日
本大震災・福島第一原発事故はもとより、これら
諸々の現実にどう向き合うのかが、最優先の政治
課題のはずです。
　第二の事象：2012年12月実施の第46回衆議院選
挙と2013年７月実施の第23回参議院選挙の残念な
結果です。投票率は前者59.3％、後者52.6％と史
上１位と３位の低率。これは、有権者である国民
が半分の責任を負うべきものです。とはいえ、衆

議院選挙・参議院選挙ともに、有権者比得票率で
平均20～25％に過ぎない自民党が実に60～70％以
上の議席を確保した事実です。民意の集約という
美辞麗句の下、二大政党制へと企てた小選挙区制
の導入とその弊害が如実且つ明白に示されまし
た。結果、両選挙とも、全有権者比得票率の３倍
強の議席を自民党に与え、信じ難い国民・世論と
の乖離を生み出したのです。このような選挙制度
下で、我が日本が「民主主義国家」と思わされて
いる国民が不幸でないわけがありません。
　第三の事象：2013年10月15日～12月８日、会期
57日間の第185臨時国会で、政府・与党提出の新規
法案23本中実に20本、87％がほぼ原案通り可決・
成立したことです。これも異常事象です。小生の
主観ではありますが、真の改正と呼べるものは、
改正民法、原子力損害賠償権時効特例法、刑法の
一部改正の３本しかありません。その他は、国民・
世論の８割が反対あるいは慎重審議を求めてい
た、日本国憲法の根幹（基本的人権、民主主義、
平和主義）を否定しかねない違憲立法とも言うべ
き特定秘密保護法、NSC創設関連法、「改正」自
衛隊法をはじめ、社会保障分野でも「改正」生活
保護法、「改正」高校授業料無償化法、労働者派
遣法「改正」、そして我々にさらには患者・利用者
にも直接関連する社会保障制度「改革」プログラ
ム法等など「改正」とは名ばかりの、実質改悪で
しかない法案ばかりといわざるを得ません。おま
けに、武器輸出三原則を放棄し、年末26日にわざ
わざ総理大臣安倍晋三名で、侵略戦争美化の宣伝
塔、靖国神社を参拝するという、まさに暴走に次
ぐ暴走ぶりです。
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　2013年５月に「アベノミクスの真相」という著
作を発表した同志社大学浜矩子教授がテレビイン
タビューにて、「アベノミクスはアホノミクス」
と喝破していたことに、今さらながら敬意を表し
たい気持ちでいっぱいであります。以下浜教授の
言葉を引用させていただく。「アベノミクスは高
度成長期の幻想にとらわれすぎているのです。今
の日本経済の大きな問題は、成長がないことでは
なく、むしろ再分配がうまくいっていないこと。
つまり貧困・格差に対応することこそが一番の政
治課題であるべきなのです」。まさに至言であり
ます。この言葉には「医療の質を最重要指標とし
て担保する病院経営とは異なり、株価・株主への
配当益を最重要指標とする経営、すなわち株式会
社の医療への参入、そして呼び水となる混合診療
導入などを絶対に許すな！」という哲学と相通ず
るものが示唆されています。もしそのような状況
が現実になると、国民皆保険制度は崩壊し、医療

の現場にも格差が浸透・蔓延ることは火を見るよ
り明らかとなるでしょう。
　さて、2013年12月末、安倍内閣の支持率が急落
し始めています。共同通信の世論調査では、支持
率47.6％と、初めて５割を下回り、不支持率も
38.4％へと高まっています。これは終わりの始ま
りという現象だと小生は考えます。しかしながら
現在の政治力学では向こう３年間、選挙は実施さ
れがたいと予測される現実があります。さらに
2014年度は診療報酬のマイナス改定を嚆矢とし、
医療・介護・福祉分野の総てにおいて、一段と厳し
さを増す情勢予測の下で奮闘せざるを得ません。
ピンチの時代であるからこそなおのこと、渓仁会
中期経営ビジョンを意気高く掲げて協働し、目標
に向かって前進しましょう。

（2014年１月６日　渓仁会西円山病院朝礼にて）
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お知らせとお願い

■毎年６月を目安に開催しております、結成記念講演会の準備中です。

　現在、堀潤さん（36歳　前NHK「ニュース９」キャスター　「僕らのニュースルーム革命」著者）を
第１候補として、開催準備中です。
　まもなく詳細をお知らせできると思いますので、どうぞお楽しみに。

■憲法セミナーは今年も数回の開催を検討しています。

　現在のところ、鈴木昭典氏（「日本国憲法を生んだ密室の９日間」著者）、札幌郷土を掘る会（戦時中
の札幌での朝鮮・中国人強制労働の実態などを掘り起こしておられます）のみなさんをお招きしたセミ
ナーを検討中です。
　こちらも決まり次第お知らせしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

■当会役員が講師を務め、当会が協賛する講演会が予定されています。

「チェルノブイリの今」ウクライナキエフの小児科医と松崎道幸医師の対談
　　４月19日（土）18：30～　札幌エルプラザ２F
「国際原子力ムラ」出版記念講演会　執筆者・松崎道幸医師の講演
　　４月27日（日）18：00～　紀伊國屋書店札幌本店１F
　　ご案内チラシを同封いたしましたので、どうぞご覧下さい。

　なお、５月３日を前後して、毎年多彩な憲法イベントが開催されます。これらにつきましても、詳細
がわかり次第、順次お知らせさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

■今年度の会費の請求書を同封させていただきました。

　請求金額（年度）は、振替用紙に記入しております。すでに2014年度分まで収めていただいた方には、
同封しておりません。
　当会の活動を支える会費の納入にご協力をよろしくお願いいたします。
　また、募金についても、ご協力いただけますと幸いです。
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